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西都市教育委員会では、西都市立妻北小学校建設に伴う発掘調査を実施しました。本報告は、その

発掘調査の報告であります。

調査の結果、竪穴住居跡 2軒をはじめ溝状遺構 2条・掘立柱建物跡 2棟・土坑 1基 。柱穴群等を検

出することができました。この中で特に、対象地の東側、南北に検出した溝状遺構は、日向回府に関

連したもので、位置 。方位 。出土遺物等を考慮すると日向国府の東側に掘り込まれた区画溝ではない

かと思われ、非常に注目されます。また、これら遺構に伴い、多量の土師器や須恵器・陶磁器・古

瓦・古銭等が出上しました。

いずれにしても、これらは日向国府に関連した貴重な資料であり、大きな成果を得ることができま

した。

本報告が考古学の研究のみでなく、社会教育や学校教育の面にも広く活用されるとともに、埋蔵文

化財に対する理解と認識を深めるための資料となれば幸いと存じます。

なお、調査にあたってご指導・ご協力いただいた方々をはじめ、発掘調査・整理作業にたずさわっ

ていただいた方々、並びに地元の方々に哀心から感謝申し上げます。

平成20年 3月 31日

西都市教育委員会

教育長 三 ケ 尻  茂 樹



例

1.本書は、西都市教育委員会が西都市立妻北小学校建設工事に伴い、平成17年度に実施した寺崎遺
跡発掘調査の本報告である。

2.調査は、西都市大字右松に所在する寺崎遺跡を対象に行った。調査期間は平成17年 9月 29日 から
平成18年 1月 ll日 である。

3.発掘調査は、西都市教育委員会が主体となり実施した。
4.発掘調査及び図面作成等については衰方が担当した。
5。 本書の執筆・編集は衰方が行った。

6。 本書に使用した方位はFig.1は 平面直角座標系第Ⅱ座標系であり、その他は磁北である。

7.本書に掲載した遺構・遺物写真は衰方が撮影した。また、遺構の空中写真は棚スカイサーベイ九
州に委託して行った。

8。 本書に使用した遺構記号は、SA(竪穴住居跡)。 SC(上坑)。 SE(溝状遺構)。 SB(掘立柱
建物跡)・ SP(柱穴・ピット)である。
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第 I章

第 1節 調査 に至 る経緯
本遺跡の発掘調査については、西都市立妻北小学校建設工事に伴い実施したもので、対象地の周辺

には日向回府跡 (目指定史跡)が所在し、以前には、妻北小学校のプールを建設する際、木簡が出土

していることから、校内に遺構が遺存している可能性が高く、試掘調査をして対応を検討することと

なった。

試掘調査は平成17年 6月 17日 から6月 18日 まで行った。結果、 9世紀後半から10世紀初頭頃と推定
される竪穴住居跡や土師器郭等が出土し、遺物・遺構が遺存していることが確認された。

よって、時期的に日向国府跡と関連性が高いため、遺構の保存について協議を重ねたが、最終的に

は記録保存で措置することとなり、本調査を実施することとなった。

本調査の期間は、平成17年 9月 29日～平成18年 1月 ll日 である。

第 2節 調査の体制
調査主体  教 育 長      三ケ尻 茂 樹

社会教育課  長   伊 達 博 敏
同 課長補佐   村 岡 満 徳
同 主任主事   埜 瀬 明 宏
同 主  事   津 曲 大 祐

調査庶務   同 主  査   重 永 浩 樹

調 査 員   同 係  長   衰 方 政 幾 (本調査)
同 主  事   津 曲 大 祐 (試掘調査)

調査指導  日 高 正 晴 (西都原古墳研究所長)

調査作業  緒方タケ子・押川ツル・金丸美保・黒木 トシ子・児玉征子・篠原時江・関治代 。

長谷川クミエ・浜田スミ・疋田はる子

整理作業  長谷川明美・中原昭美

説
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第Ⅱ章 遺跡の位置と歴史的環境

第 1節 概要
西都市街地の西方には、標高50～80mの通称「西都原」と呼ばれる台地がある。その台地東側には、

標高20～30mの南北に延びた中間台地 (中段域)があり、さらに、その下には沖積平野 (市街地)が

広がっている。

この西都原台地を中心にした地域には、陵墓参考地として治定されている男狭穂塚・女狭穂琢の巨

大古墳をはじめ、前方後円墳30基、方墳 1基、円墳278基で構成された特別史跡・西都原古墳群が分

布している。また、南九州独自の墓性である地下式横穴墓が12基、横穴墓と地下式横穴墓の折衷型と

されるタイプの横穴墓13基等が確認されている。この折哀型とされるタイプの横穴墓は非常に貴重な

ことから、国の「地方拠点史跡等総合整備事業」 (歴史ロマン再生事業)の中で保存・活用されるこ

ととなり、「西都原古墳群遺構保存覆屋」として平成11年度に建設され、一般公開されている。

西都原台地東側の中間台地 (中段域)の北側には、日向国府跡や地下式墓寄生型消失円墳・地下式

横穴墓 。土壊等を検出した堂ヶ嶋第 2遺跡、南側には日向国分寺跡 (県指定)。 同国分尼寺跡 (推定)

や堂ヶ嶋第 2遺跡と同様に地下式墓寄生型消失円墳・地下式横穴墓が検出された国分第 1～ 3遺跡等

が所在している。また、これら遺跡の周辺には円墳や前方後円墳 (いずれも特別史跡・西都原古墳群)

が点在している。

この中で、日向国府跡は、県教育委員会によって正殿跡や脇殿跡、そして、築地塀跡等が確認され

たため、国史跡として平成17年 7月 に指定を受けている。

本対象地は、その日向国府跡の南東端に位置し、県教育委員会によって調査され掘立柱建物跡等が

検出されたB地区 (寺崎第 5次)に近接していることから、日向国府に関連した遺構等が検出される

のではないかと注目された。

なお、本対象地を含む地域を寺崎遺跡という名称にしたことについては、本来、小字名で付けるの

が通常で、実際には日向国府跡西側を南北に延びている市道 (平田・童子丸線)の西側が大字三宅字

寺崎であるが、通称周辺一帯を寺崎と称していることから、これに順じて「寺崎遺跡」とすることと

した。

寺崎遺跡の北狽1には、律令期の道路状遺構ではないかと推定される遺構 (法元遺跡K地点)や 7世

紀から8世紀代を中心とした竪穴住居跡を多数検出 (公共下水道事業に伴い実施した発掘調査)した

法元遺跡、東側には、石帯や豊後国の金剛宝戒寺と同籠の軒丸瓦 (上妻遺跡A・ B地区)や版築状の

基壇と思われる遺構等 (上妻遺跡 I地点)を検出し、官衛か白鳳期の氏寺が存在したのではと想定さ

れた上妻遺跡が所在している。さらに、西側には、 5世紀代の竪穴住居跡を多数検出し、西都原古墳

群との関連性が注目された酒元遺跡、また、河野家に古くから伝世されていた銅印「児湯郡印」 (昭

和30年 2月 、国重要文化財に指定)が出上しており、これら遺跡は官衡に関連した施設の広がりを示

しているかもしれない。

いずれにしても、西都原台地はもちろん、日向国府跡、日向国分寺跡・同国分尼寺跡等を含む中間

台地は、古代日向の政治・文化の例点として栄えた歴史的環境を有する重要な地域であったと思われ

る。
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1.西都原古墳群         2.御 陵墓 (男狭穂塚・女狭穂塚)

3。 日向国府跡 (寺崎遺跡)    4。 日向国分寺跡    5。 日向国分寺尼寺跡
6.寺崎遺跡 (妻北小)      7。 上妻遺跡     8.法 元遺跡

9.堂ヶ嶋遺跡 (堂ヶ嶋第 2遺跡) 10.酒元遺跡

Fig.1 寺崎遺跡周辺位置図 (1/25,000)
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第 2節 本報告 に関連 する主 な遺跡
1.寺崎遺跡 (昭和63年度～平成12年度)県教育委員会

県教育委員会では、昭和63年度～平成 2年度かけて「回衛・郡衛・古寺跡等詳細分布調査」として

西都市・佐土原町 (現宮崎市佐土原町)・ えびの市など計13箇所の分布地点の確認を行い、西都市で

は日向国分寺跡、 (同尼寺跡推定)、 上尾筋遺跡、寺崎遺跡を対象に確認調査が実施された。

また、平成 3～ 7年度にかけては、「国衛・郡衛・古寺跡等範囲確認調査」として、妻北地区の童

子丸遺跡、上妻遺跡、寺崎遺跡等の確認調査が行われた。この中で、寺崎遺跡からは、東西方向に並

ぶ柱穴列が検出され、付近が官衛遺跡の中心箇所であると推定された。そして、平成 8年から平成12

年度にかけては「回衛・郡衡・古寺跡等保存整備基礎調査」として寺崎遺跡にて国衛を特定するため

の確認調査が実施された。

この中で、平成10年度に実施された調査では、大形の二面庇付東西棟建物跡 (桁行 2間のみ)の建

物が確認された。この建物は、位置を踏襲しながら掘立柱建物から基壇状積上の上に建つ礎石建物へ

と建替えが行われ、規模的にも大きさが他遺跡と比較して際立っていること等から正殿跡と推定され

た。また、これらに伴い多量の布目瓦や土師器、そして、外来系土器 。円面硯 。墨書土器等も出土し

たことから、平成ll年 2月 には県教育委員会が中心部を日向国衡跡として確定した。

その後、平成11年度には、東脇殿と推定される梁間 2間の南北棟建物 (桁間 8間のみ)や北・西・

南面の築地塀等が確認された。

これら主要部分の建物跡等については、 I期～Ⅲ期に分類されている。 I期の成立年代は 7世紀末

で溝 (F区 )、 廃絶の年代は 8世紀後半で長舎状建物 (F区 )が確認されている。Ⅱ期としては、溝

(P区)があるが、遺物が少量のため、時期的には I期の終期と3期の始期との間の時間幅が充てら

れている。Ⅲ期はa期 とb期に細分化され、Ⅲa期の成立年代は 9世紀初めで正殿 (F区)及び東脇

殿 (H区)や古期築地塀雨落溝 (M区～Q区)な ど、Ⅲb期の成立年代は 9世紀後半で正殿が礎石建

物へと建替えられた時期、終期は10世紀後半で新期築地塀雨落溝 (M区～Q区)な どが確認されてい

る。これらを基に復元すると、南北がM区 とQ区の築地塀までの約96.Om、 東西が残念ながら東側の

調査を行っていないため明確でないが、正殿を中心にN区～ P区の築地塀までを反転した約120.Om

が政庁区域と想定される。

2.寺崎遺跡 E地景 (平成 2年度)西都市教育委員会
平成 2年度の遺跡所在確認調査に伴う発掘調査にて確認された遺跡で、調査の結果、竪穴住居跡・

溝状遺構・柱穴群等を検出した。

竪穴住居跡は、 4軒検出しているが、いずれも方形プランのもので、時期的には共伴遺物等から5

～ 6世紀後半に比定した。

滞状遺構は、 5条検出しているが、 1～ 4号は共伴遺物がほとんどなく時期を特定するのが難しい

が、 5号からは土師器椀をはじめ多量の上師器片や布目瓦片が出土し、時期的には奈良～平安時代に

比定した。

柱穴群は、各 トレンチから検出しているが、特に、第 3ト レンチに集中している。すべて円形であ

るが、中には径0,75m・ 深さ1.Omを測る大型のものも確認できた。さらに、柱痕部からは完形の郭を

はじめ多量の上師器片及び布目瓦片が出土した。柱穴は直列に並んでいるものもあるが、 4間以上だ

ということだけで、規模的なことは狭小なトレンチ調査のため特定できなかった。しかし、これらの

柱穴群の検出は、大規模な掘立柱建物跡の存在が想定され注目された。
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柱穴辞 (第 5鳳)

寺崎遺跡 E地点 遺構分布図

Fig.3 寺崎遺跡E地点遺構・出土遺物実測図 (1/400・ 1/20・ 1/10)

遺物は、総計3,000点程が出土しているが、その75%に当たる2,500点は土師器で、その他、縄文土

器・須恵器・製塩土器 。青磁・古瓦・石器・土錘等が出上している。

3。 上妻遺跡 I地点 (平成 2年度)西都市教育委員会

上妻遺跡は、寺崎 。法元遺跡の東側に位置している。同遺跡の南側にはコノハナサクヤヒメを主神

とする都万神社が所在し、また、律令期にはこの地方を中心にして勢力を有していた日下部氏の本拠

地域でもある。

調査の結果、地表下0.20mで非常に硬い土層と敷石遺構を検出した。この硬い土層は版築と思われ

るが、確実に特定し得る資料に乏しく、版築状遺構とした。この版築状遺構からは、肥後系の複弁12

葉蓮華文軒丸瓦が出上した。

敷石遺構は、版築状遺構を取り囲むように巡っているではと思われたが、本 トレンチ周辺のみしか

確認できなかった。しかし、この敷石遺構の西側一帯からは、土師器・須恵器及び古瓦が出上してお

り、律令期に関連した遺構ではないかと思われる。

遺物は、古瓦が全体の約50%を 占め、その他、土師器・須恵器 。陶器・石器等が出土しているが、

特徴として、古瓦は格子目文が主体を成していることで、前述した寺崎遣跡とは異なった様相を呈し

ている。

4.上妻遺跡 A・ B地区 (平成 4年度)県教育委員会
上妻遺跡A区は上妻遺跡 I地点の道路を隔てた北側、上妻追跡B区は上妻遺跡 I地点の北東約50m

に位置している。上妻遺跡A区からは、目立った遺構は検出されなかったが、豊後国の金剛宝戒寺と

-6-
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Fig.4 上妻遺跡 I地点遺構 。出土遺物
実測図 (1/400・ 1/10)

同屯の単弁八葉蓮華文軒丸瓦や格子目・縄

目叩きの瓦等が出土している。上妻遺跡B

区からは、ほぼ南北に小砂利を敷き詰めた

幅005mの 道状遺構が検出されているが、

後述する法元遺跡K地点からも同様の遺構

を検出しており、律令期に関連したものと

思われる。また、格子目・縄目叩きの瓦を

はじめ、蛇紋岩系の石帯が出上している

1 12

―

FigⅢ 6 木簡実測図 (1/4)※

鰯

-5三≡重
三言
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V黒褐色土 (預質であるわ'環 より兵らかい

瓦片 土器片等を多IE入 )
Vi掲こ■ (や や茶質)
Ⅵ切黒褐色土 (やや互要で瓦片 主器片争を膨 0

上妻遺跡 1地点遺構分布図 (第 1ト レンチ平面図・土層図)

0                  20cm

電I匝   ヒ生≧翌
Fig.5 上妻遺跡A区出土遺物実測図 (1/8)※

5。 法元遺跡K地点 (平成 2年度)西都市教育委員会

法元遺跡の北西部で、本対象地からは北西約600mと 離れたところに位置している。調査の結果、

竪穴住居跡・土坑・柱穴及び小砂利を幅3.5m。 厚さ0.lmに敷き詰めた遺構を検出した。

この中で、小砂利を敷き詰めた遺構については、南北に延びており、小砂利に混じって格子目叩き

の布目瓦が出土していることから、前述した上妻遺跡B区同様、律令期に関連した道状遺構ではない

かと思われる。

遺物は、土師器・須恵器・古瓦・製塩土器等が出上している。

6.妻北小学校出土の木簡
この木簡については、「国衛・郡衡・古寺跡等の範囲確認調査概要報告書Ⅱ」に詳しく掲載されて

いる。昭和48年の妻北小学校のプール建設工事に伴い出上したもので、

重機により掘削中に採取されたものである。地表下約1.2mの黒色土

から出土したもので、溝状遺構等何らかの遺構を一部断ち切ったため

出土した可能性が高いと筆者は推定している。

木簡は、体部の片側縁を欠き、裏面は二次的に火を受けて損傷して

いる。両側に切り込みを入れ、全幅のまま端部に至る典型的なもので

ある。全長は11.2cm。 幅2.3cm。 最大厚0.5cm、 墨書はほとんど消え

て判読できない。材質はスギ材である。

ギ‰
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第Ⅲ章 現況と調査区の設定

第 1節 現況
対調査地の北西約100mに は、県教育委員会の調査によって正殿跡や脇殿跡・築地塀跡等が確認さ

れ、平成17年 7月 14日付けで国史跡として指定を受けた「日向国府跡」が位置している。また、北側

道路を隔てたB地区 (県教育委員会・寺崎 5次)か らは、日向回府に関連した掘立柱建物跡等の遺構

や遺物が検出されている。

本対象地を含む周辺は、妻北小学校の敷地内となっており、その敷地内の北側と南側に校舎が建て

られている。その校舎は東西棟で、その間の空地に新校舎 (多 目的室棟)が建設されることとなった。

現在、空地はコンクリート舗装されており、児童生徒の遊び場や学校行事の際には駐車場として使用

されているようである。

第 2節 調査区の設定
調査姑象は、空き地内の新校舎 (多 目的室等)が建設される部分のみで、縦22.lm× 横28.Om、 面

積約620どの全面調査を行った。

まず、調査区内に10m方眼のグリットを組み、それに基づいて調査を進めた。

調査は、重機によリコンクリート及び薄い路盤を取り除き、そして、人力により掘削を行い遺構・

遺物の検出に努めた。

なお、空き地のほとんどが調査対象区となったため、土置き場のことを考慮して北側と南側に三分

割して、南狽Iから調査を行った。

第 3節 層序
対象地内は、旧校舎等が建てられていたようで、かなり造成され、また、基礎工事 (コ ンクリート

基礎)に よってかなり削平及び撹乱を受けていた。

全体的にアカホヤ火山灰層は遺存しておらず、検出面は明黄褐色 (10YR 6/6)及 びにぶい黄橙色

のローム層 (10YR 7/4)が ほとんどであったが、南側の一部分にアカホヤ火山灰層の下層となる黒

褐色ロームが遺存していた。

本姑象地の元々の地形は、北西側から南側及び南東側に向って緩やかに傾斜していたことが見て取

れる。

なお、試掘調査で対象地の西側を掘り下げているが、そこでは、コンクリート舗装を取り除くと、

造成上となり、その下は黒褐色土 (10YR 3/1)で遺物包含層となり、そして、地山 (オ リーブ褐色

2.5YR 4/4)と なり、礫層 (黄褐色2.5YR 5/4)と なっている。礫層までは地下約0.68mと 浅く、か

なり削平されており、このことからも北西側一帯は地形的に高かったと判断される。

-13-



第Ⅳ章 調査の記録

第 1節 遺構 と遺物
1.縄文時代の遺構と遺物
縄文時代の遺構は確認できなかったが、対象地の南西側と柱穴内から、わずかではあるが出土した。

いずれも小片であるが、文様の特徴から、いくつかに分類できた。

125は只殻条痕支系土器で、口縁部には棒状工具による連続刻目、胴部には貝殻復縁による条痕が

施された円筒系の土器である。126・ 127も胴部に沈線内に撚糸文が充填された円筒系の土器である。

128は胴部で ヘラ状工具で部分的に文様が描かれている。わりとあらいナデ調整が施されている。

125は縄文早期の前平式、126。 127は塞ノ神式と呼ばれている土器群に含まれる。

2.古代以降の遺構と遺物
SA(竪穴住居跡)

竪穴住居跡は 2軒検出した。これらとは別に、調査の段階では溝状遺構の南部にあまりにも土師器

片が集中しているところがあり、竪穴住居跡の可能性も含めて検討したが、最終的にプランを確認す

ることができず今回は溝状遺構として取り扱った。

トレンチ出土遺物実測図 (1/3)

-14-
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SA l

i立地

対象地の南西側で、地形的には緩やかに傾斜したところに位置している。

この竪穴住居跡は、本調査に先行して行った試掘調査でも確認されおり、遺構内から多量の土師器

が出上している。その中から図化できるものを抽出して掲載 (Fig。 9)した。

�規模と構造

1号住居跡は、長軸3.3m・ 短軸3.Omの規模を有する方形プランのものである。検出面からの深さ

0.4～ 0.12mで、上部が削平されたことにより、かなり浅くなっている。床面は、北から南に向かって

緩やかに傾斜しており、その比高差は0.12mを 測る。主柱については、住居跡内に 6個柱穴を検出し

たが、深さや配置状況等を考慮すると、いずれも本遺構に伴うものではない可能性が高く、周辺に分

布している掘立柱建物跡の柱穴の一部分と思われる。

�出土遺物

遺物は量的にはかなり多く、試掘調査のものも含めて、土師器約120点・須恵器 3点・瓦 2点・鉄

塊 2点の総数127点が出上している。器種的には土師器が圧倒的に多く、全体の94%を 占めている。

器形的には、郭及び椀がほとんどで、その他、皿・台付皿が含まれている。須恵器は円面硯と奏が出

土している。

1～ 14は試掘調査、15～ 431よ本調査の際出土したものである。この中で、土師器郭は口径9.3～

15。4cm、 器高2.1～4.9cm、 底径4.9～7.7cmの範囲に含まれる。日径に幅があるのは、皿に近い小さな

郭まで含めているからで、本報告では小郭として取り扱った。また、土師器郭は器形の特徴により、

次のように大別できる。

底部と胴部の境がはっきりしており、内湾気味に口縁部に至っているもの (5。 20・ 26)

底部と胴部の境がはっきりしており、直線的に口縁部に至っているもの (4)

境がはっきりしなく底部から内湾気味に口縁部に至っているもの (2・ 6・ 16・ 17・ 19。 27)

胴部と底部が段状や一旦外反し、内湾気味に口縁部に至っているもの (3・ 18・ 22・ 23・ 24・ 28)

胴部と底部が段状や一旦外反し、直線的に口縁部に至っているもの (1。 15。 21・ 25)

この境ははっきりしているが段状や一旦外反しているものの中には、円盤状貼付高台不と呼称され

ているものがわずかではあるが確認できる。

土師器椀は、胴部から口縁部の特徴によって大別すると次のようになる。

郭部が内湾しながら口縁部に至っているもの (7・ 9・ 10'37)

直線的に延びて口縁部に至っているもの (8)

に分かれる。また、脚部の特徴によって大別すると次のようになる。

細く、長く、端部が丸いもの (37)

細く、長く、端部が平たいもの (10)

細く、短く、端部が丸いもの (39)

断面二等辺三角形状で、短いもの (11・ 12・ 13・ 14・ 38)

その他、35は内湾しながら、36は直線的に口縁部に至る皿、40・ 41は断面三角形の台を有する台付

皿である。42は、小片ではあるが須恵器の円面硯で、推定口縁部径11.8cmを測る。43は、須恵器奏の

胴下部と思われる。

なお、これらを含め遺物の詳細については、Tab。 2出土遺物観察表を参考にしていただきたい。
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SA 2

i立地

対象地の南西側に位置している。検出面はアカホヤ火山灰層下層の黒褐色ロームである。

�規模と構造

東辺2.lm、 北辺及び南辺は対象地外へ延びているためプランは特定できない。検出面からの深さ

は 1号同様浅く、0.06～ 0。20mを測 り、床面は平坦である。主柱は住居跡内に 8個柱穴を検出してい

るが、深さ、配置状況等を考慮すると、いずれも本遺構に伴うものではないと思われる。

共伴遺物が極端に少なく、時期特定は難しい。

�出土遺物

遺物は極少量で、土師器小片 3点・瓦器 1点の 4点が出土したのみである。44は土師器郭の底部、

45は瓦器鉢形土器の底部である。

SC l(土坑 )

i立地

対象地内の中央部南側寄りに位置している、検出面は明黄褐色ロームである。

�規模と構造

長軸1.79m・ 短軸1,48mの規模を有する楕円形プランである。検出面からの深さ0.33～ 0。45mを測る。

検出面は南から北に向かって、床面は北から南に向かって下がっている。

�出土遺物

遺物は土師器約60点 。須恵器 3点・縄文土器 1点の総数64点が出土している。土師器は器形的に不

(46・ 47・ 48)と椀 (49)が多いが、中には50の ように大型の盤 ?と 思われるものも出土している。

脚裾径23.lcmを 測るもので、外面の脚部は回転ナデ、胴下部は縦方向のナデ、内面の底面は磨き、胴

下部は斜め方向のナデが施されている。

SE(溝状遺構 )

溝状遺構は調査地の東側と中央部で検出している。

SEl

i立地

調査地の東側で検出したもので、南北に延びている。

�規模と構造

北部で幅0.90～ 1.48m、 深さ約0.20m、 中央部で幅0.55～ 1.54m、 深さ0.29～ 0.34m、 南部で幅約1.25

m、 深さ約0.30mを測るが、南部は流末で扇状に広くなっている。現存長ll.8mを測る。

なお、北部では後世の撹乱を受けており、溝状遺構が切断あるいは底面部分しか遺存していないが、

確実に北へと延びていることが見て取れる。

�出土遺物

遺物は量的には全体的に多 く、土師器約700点・須恵器約10点 。瓦 2点・土錘 3点等の総数約715点

が出土している。器種的には土師器が圧倒的に多く、全体の97%を 占めている。器形的には、郭及び

椀がほとんどで、その他、鉢・甕等が含まれている。須恵器は琢蓋 。椀・甕等が出上している。
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Fig.14 SEl(南側)遺構実測図 (1/40)

51～ 931ま土師器郭で、口径ll.4～ 13.6cm、 器高3.6～4.9cm、 底径4.8～7.Ocmの範囲に含まれる。こ

の数値が示すように、大きさがある程度一定しており、SAlの ように小さな郭はあまり見受けられな

い。これらを全保が把握できるものをSAlと 同様、器形の特徴によって大別すると次のようになる。

底部と胴部の境がはっきりしており、直線的に口縁部に至っているもの (55。 56・ 58・ 59)

底部と胴部の境がはっきりしており、直線的に立ち上がるが、口縁部で若干外反しているもの (60)

底部と胴部の境がはっきりしなく、底部から内湾気味に口縁部に至っているもの (52・ 54・ 57)

底部と胴部の境がはっきりしなく、底部から直線的に口縁部に至っているもの (51・ 53・ 57)

底部と胴部の境で段状や一旦外反し、内湾気味に口縁部に至っているもの (63・ 67・ 68。 71)

底部と胴部の境で段状や一旦外反し、直線的に口縁部に至っているもの (62・ 64・ 65。 66・ 69'

70'72'73)

乳4

錫
判
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0                         5m

Fig.19 SBl・ 2遺構実測図 (1/100)

底部と胴部の境で段状や一旦外反し、直線的に立ち上がるが、口縁部は若干内湾のもの (74)

この中で、段状や一旦外反しているものには、円盤状貼付高台郭と呼称されているものがわずかで

はあるが確認できる。

94～ 1081よ土師器椀であるが、全体を把握できる完形のものは残念ながら出土していない。94・ 95

は口縁部から底部で、94は推定口径 14.3cm、 95は 口径12.4cmを測る。いずれも回転ヨコナデ調整が

施されている。95～ 1081よ底部から脚部で、脚部径 5。9～9,8cmの 範囲に含まれる。

これらを脚部の断面で大別すると次のようになる。

細く、長く、端部が丸いもの (96)

細く、短く、端部が丸いもの (98・ 99・ 101。 102・ 103・ 105。 106)

太く、短く、端部が丸いもの (107)

断面二等辺三角形状で、短いもの (104・ 108)

短く、端部が平らなもの (100)

この中で、唯-1081こ は花弁状圧痕が施されている。

109・ 110は土師器郭ではなく立ち上がりから鉢と思われる。1111よ土師器椀の脚部、l12・ l131ま土

師器大椀の底部、1141まかなり高めの高台が付く椀 (?)の胴部から脚部と思われる。脚部は調整が

わりと粗雑で、粘土紐痕が確認できる。これらいずれも風化著しいが、回転ヨコナデ調整が施されて

いる。115は宝珠つまみを有する須恵器不蓋である。嘴日の口縁部で、全体的に灰かぶりが見受けら
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れる。116も 宝珠つまみを有しているがl15に比べ扁平である。117は須恵器奏の顎部、l18は須恵器椀

の底部である。いずれも回転ヨコナデ調整が施されている。119は須恵器甕の胴部である。120～122

は平瓦で、1201ま凸面が叩き板によるナデ調整が施され、凹面には布目痕を有している。121は両面に

横位の粗い縄目叩き、122は両面叩き板によるナデ調整で凹面に布目痕を有している。123は凸面に横

位の粗い縄目叩きが施され、凹面には布目痕を有している。124は長さ5。 lcm、 幅2.3cmの 上錘である。

SE 2

i立地

調査地の中央部で検出したもので、東西に延びている。このSE 2は古銭を多 く出土したSP5及び

SCと と重複 している。その相互関係はSE 2が SP 5。 SC lを 切っていることから、SE 2よ りもSP

5・ SC lの方が古いことが確認できた。

�規模と構造

北部で幅0.38～ 0.60m、 深さ0.07～ 0.10m、 現存長約4.8mを測る。

�出土遺物

遺物は、一括も含め、全 く出上していない。

SB(掘立柱建物跡 )

掘立柱建物跡は、はっきり特定できたのは 2棟で、その他は撹乱やあまりにも柱穴が集中していた

ため、特定が難しかった。

SB l

i立地

対象地の南東部から検出したもので、SB 2の南側と1/2程度が重複している。さらに、SC l及
びSE l・ SE 2と も重複している。

�規模と構造

1× 3軒の東西棟で、桁行 (NS)4.60m、 梁間 (EW)2.10～ 2.40mを測る。柱穴はすべて円形で、

径0.34～ 0.50m、 深さ0.ll～ 0.67mを測る。床面積は約26.2どである。なお、深さの差が大きいのはSE

lと切 り合っているためである。

�出土遺物

遺物は、土師器必・土師器椀、土師器奏等が出土しているが、量的には少なく8点である。1451ま

土師器必の底部で、風化著しいが回転ヨコナデ調整が施されている。

SB 2

i立地

SB 2は、南部がSBlと 重複している。さらに、SB l同様SC l及びSE l・ SE 2と も重複している。

�規模と構造

1× 3軒の南北棟で、桁行 (NS)4.20m、 梁間 (EW)2.40～ 2.80mを測る。柱穴はすべて円形で、

径0。40～ 0。42m、 深さ0.21～0.56mを測る。床面積は約32.3だである。

�出土遺物
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遺物は土師器郭をはじめ、土師器椀・奏、須

恵器郭蓋・奏等約60点が出土している。あまり

にも小片が多く、その中から特徴のあるものだ

けを抽出 (Fig.20)して掲載した。149は土師器

椀の脚部で、脚は細 く、長い。1501ま土師器椀

で、口縁部及び脚部が欠損している小片である。

いずれも、回転ヨコナデ調整が施されている。

156は製塩土器の胴部小片である。

SP(柱穴)

対象地全体からかなりのSPを検出した。これ

らは掘立柱建物のものであると思われるが、あ

まりにも多く、重複しており、さらに、旧校舎

の基礎工事 (コ ンクリート基礎)に より撹乱さ

れていたため、 2棟しか特定できなかった。し

かし、いずれにしても、これらのことは、掘立

柱建物が何回も建替えられたことを物語ってい

る。

これらSPの中で、SB lと SB 2と が重複したところに位置しているSP 5か らは19枚もの古銭が出土

した。これら古銭は礫の下から出土したもので、159「開元通費」、160～ 162「皇宋通費」、163～

165。 172「元豊通費」、166～ 168「洪武通費」、169「永楽通賓」、170「天元通費」、171「成□元費」

(成平元賓)が収められていた。これらについては、Tab l出 土銅銭一覧表を参考にしていただきた
ヤヽ。

その他、SPか らは、縄文土器 6点、土師器約480点、須恵器10点、陶磁器 6点、丸瓦 1点、土錘 1

点等が出土した。器形的に土師器はほとんどが郭で、皿・甕が含まれている。須恵器は奏、陶磁器は

青磁・染付等が含まれている。その中から、図化できるものを抽出 (Fig。 20)して掲載した。

133を除く129～ 145は土師器郭であるが、小片が多く、全体を復元できるのは129。 130のみである。

129は口径ll.2cm・ 底径7.Ocm・ 器高2.7cm、 1301よ推定回径11.4cm・ 推定底径5.5cm。 器高3.lcmの土

師器郭である。いずれも風化著しいが回転ヨコナデ調整が施されている。131・ 131は土師器郭の小片

で回転ヨコナデ調整、134～ 145は土師器郭の底部で回転ヨコナデ調整が施されている。また、この底

部のすべてがヘラ切り底で、SAlで分類したもののほとんどが含まれている。146～ 151は、土師器椀

である。146・ 147は口縁部、148・ 1501よ胴部、149。 1511よ脚部である。この中で、1491よ本遺跡出土

でも最も細長く、151は脚の短いタイプのものであるが、1511こ は花弁状圧痕が施されている。いずれ

も回転ヨコナデ調整である。152は粗雑な作りの土師器奏の胴部で粘土紐痕が確認できる。155は土師

器鉢の口縁部、156イよ見た目にはかなり赤味 (淡赤橙2.5YR7/4)を帯びており、土器群の中から
容易に探し出すことができる。これは、二次焼成によって変色したためで、製塩するために使用され

た土器 (製塩土器)の胴部小片である。133は須恵器不の口縁部、153・ 154は須恵器郭蓋の口縁部で、

154はかえりを有している。いずれも回転ヨコナデ調整である。157は丸瓦の小片で、凸面は板ナデ調

整、凹面はナデ調整で、布痕が遺存している。158は青磁椀の口縁部である。

T ab.1 出土銅銭一覧表

NO. 遺構名 銅貨名 初鋳年 時代 備考

159 SP 5 開元通賓 621 唐

160 皇未通費 1037 宋

161 ク

162

Ｏ
υ
資
υ 元豊通賓 1078 宋

164 //

165

166 洪武通賓 1368 明

″
ｒ
淡
υ

168

169 永楽通賓 1408 明

170 天元通賓

ワ
′ 成□元賓 998 宋 咸平元賓 ?

172 // □□通賓 1078 宋 元豊通賓 ?
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試掘調査

No. 器 種 残存率

法 量 調整・文様 色 調

胎 土 焼  成口径/受部径/底径/脚
裾径/胴部最大径/器高

外面/内面 外 面 内 面

1 土師器/郭 完形 139/― /59/― /― /49
風化、回転ヨコナデ・ヘラ切り底
後ナデ/風化、回転ヨヨナデ

橙色
5YR7/6

橙色
5YR7/6

細かい、 1～ 3 mm Hlj後 の粒
子・石英・長石混入

良好

2 土師器/郭 底部 ―/― /63/― /― /
回転ヨコすデ・ヘラ切 り履後ナ
デ/回転ヨヨナデ

次 檀 包

5YR8/4
次 住 色

5YR5/4
少し荒い、 1～ 3mm前後の
粒子・石英混入

3 土師器/小不 2/3 (94)/― /52//― /― /33 風化、回転ヨヨナデ・ヘラ切り底

後ナデ/風化、回転ヨコナデ
種 色

5YR7/6
馳

5YR7/6
細かい、 1～ 2mm前後の粒
子・石英混入

4 土師器/小不 4/5 105/― /55/― /― /27 風化、回転ヨヨナデ・ヘラ切り底
後ナデ/風化、回転ヨコナデ

髄

5YR7/8
種 色

5YR7/8
細かい、 1～ 2mm前後の粒
子・石英混入

5 土師器/小イ 完形 102/― /54/― /― /27 風化著しい、回転ヨヨナデ・ヘラ

切り底後ナデ/回転ヨコナデ
橙色
25YR7/8

橙色
25YR7/8

� かい、 1～ 4 mmHJ後 の粒
子・る英混入

6 土師器/小イ 4/5 (98)/― /50/― /― /24 回転ヨコナデ・ヘラ切 り底後ナ
デ/回転ヨヨナデ

穏 頁 仁 色

75YR8/3
慨 頁 住 g

75YR8/3
制かい、 1～ 2mm前 後の粒
子・石英・長石混入

7 土師器/椀 2/3 14ち /― /38/96/― /64 風化、ヘラ切り底後ナデ/風化 便 色

5YR7/8
種 色

5YR7/8
少し荒い、 1～ 3mm前後の
粒子・石英混入

土師器/椀 1/4 (134)/― /― /― /― /― 回転ヨコナデ、炭化物付着/風化 橙色5YR7/6
橙 色

5YR7/6
少 し荒い、 1～ 3mm前 後の
粒子・石英混入

9 土師器/椀 1/2 (136)/― /50/― /― /― 回転ヨヨナデ・ヘラ切り底後サ
デ/回転ヨヨナデ

橙色
5Y留ノ8

桂色
5YR7/8

細かい、 1～ 3mm前後の粒
子・石英・長る混入

土師器/椀 胴部～脚部 ―/― /38/82/― /―
回転ヨコナデ後ナデ・ヘラ切り底
後ナデ/回転ヨコナデ後ナデ

蔑貢種色
75YRン3

磯 頁 復 g

75YRツ3
潮 かい、 1～ 2 mmHJ後 の粒
子 石英混入

1ユ 土師器/椀 底部 ―/― /40/70/― /―
風化、回転ヨコナデ・ヘラ切り底

後ナデ/風化、回転ヨコナデ
檀 包

5YR7/8
便 t
5YR7/8

細かい、 1～ 2mm前後の粒
子 石英混入 やや不良

土師器/椀 ―/― /46/74/― /―
風化、回転ヨコナデ・ヘラ切り底

後ナデ/風化、回転ヨコナデ
次 穣 色

5YR8/4
浚 種 色

5YR8/4
細かい、 1～ 2mm前 後 の粒
子・石莫混入

良好

土師器/椀 ―/― /41/71/― /―
回転ヨヨナデ・ヘラ切り底後サ
デ/回転ヨヨナデ

茂 貢 橙 色

75YR8/4
茂 寅 橙 色

75YR3/4
細かい、 1～ 3mm前後の粒
子 看英 長石混入

土師器/椀 ―/― /44/66/― /―
風化、回転ヨコナデ・ヘラ切り底
後ナデ/RTL、 回転ヨヨナデ

橙色
5YR7/6

橙色
5YR7//6

細 か い、 1～ 3 mmHl後 の粒
子・る英混 入

SAl

T ab.2 出土遺物観察表 (上器類 )

土師器/郭 2/3 143/― /65/― /― /43 H転 ヨヨナデ ヘラ切 り瓜後ナ
デ/回転ヨヨナデ

にぶい責橙色
10YR 7/2

にぶい貢種色

10YR 7/2
細かい、 1～ 2mm前 後 の粒
子・石英・長石混入

良好

土師器/然 2/3 (105)/― /53/― /― /29 回転ヨヨナデ `ヘラ切り底後ナ
デ/回転ヨヨナデ

にぶい橙色
5YR7/4

にぶい橙色
5YR7/4

細かい、 1～ 2mm前 後 の粒
子・石英混入

土師器/イ 1/2 (99)/― /63/― /― /30 回転ヨコナデ ヘラ切り底後ナ
デ/回転ヨヨナデ

磯責在色
10YR8/3 軸瑚

浅

Ю
細かい、 1～ 3mm前後の粒
子・石英混入

土師器/不 完形 100/― /61/― /― /28
回転ヨヨナデ・ヘラ切り底後ナ
デ/回転ヨヨナデ

にぶい奄色
5YR7/4

にぶい種色

5YR7/4
剤 かい、 1～ 4 mmHl後 の粒
子・石英混入

土師器/邦 4/5 104/― /53/― /― /26 回転ヨコナデ・ヘラ切 り履後ナ
デ/回転ヨコナデ

機 頁 僅 色

5YR8/3
機 頁 僅 色

5YR8/3
細かい、 1～ 2mm前後の粒
子・石英混入

土師器/郭 2/3 (93)/― /49/― /― /21 回転ヨコナデ・ヘラ切 り底後ナ
デ/回転ヨコナデ

にぶい橙色
5YR7/4

にぶい橙色
5YR7/4

細 かい、 1～ 3mm前 後 の粒
子・石英・長石混入

土師器/郭 1/3 (154)/― /(72)/― /― /48 回転
ヨコナデ・ヘラ切り底後ナ
デ/回転ヨコナデ

にぶい橙色
5YR7/4

にぶい橙色
5YR7/4

細かい、 1～ 3mm前後の粒
子・石英混入

土師器/イ 2/3 (106)/― /6%/― /― /25 回転ヨコナデ・ヘラ切 り底後ナ

デ/回転ヨコナデ
淡橙色
5YR8/3

豫 使 g

5YR8/8
XIHかい、 1～ 3 mm HIJ後 の粒
子・石英 。長石混入

23 土師器/不 完形 l■ 2/― /53/― /― /38 少し瓜1と、回転ヨヨナデ・ヘラ切

り底後ナデ/回転ヨヨナデ
任 色

5YR7/6
使 g

5YR7/6
細 かい、 2～ 5mm前 後 の粒
子・石英混入

土師器/不 1/3 (1141/― /(70)/― /― 力 6 風イヒ、回転
ヨヨナデ・ヘラ切 り底

後ナデ/風化、回転ヨヨナデ
橙 色

5YR7/6
橙 色

5YR7/6
細 かい、 1～ 2 mrn前 後 の粒
子・石英混入

土師器/雰 4/5 104/― /59/― /― /25 回転ヨコナデ・ヘラ切り底後ナ
デ/回転ヨヨナデ

浅黄橙色
10YR8//3

残貢 橙 色

10YR8/3
細かい、 1～ 2mm前後の粒
子・石英・長看 ,金雲母混入

土師器/不 1/3 (1■ 2)/― /58/― /― /22
回転ヨコナデ ヘラ切り底後ナ
デ/回転ヨコナデ 睡瑚

浅責橙色
75YR8/4

� か い、 1～ 2 mmHJ後 の粒
子・石葵混 入

土師器/不 2/3 (105)/― /55/― /― /26 風化、回転ヨコナデ・ヘラ切り底
後ナデ/風化、回転ヨコナデ

便 g

25YRち/6
T● g
25YR7//6

削 かい、 1～ 2mm前 後 の粒
子・石英混入

土師器/邦 1/3 (132)/― /(77)/― /― /34 風化、回転
ヨヨナデ・ヘラ切り底

後ナデ/風化、回転ヨヨナデ
機 頁 僅 色

75YR8/6
桟 貢 種 色

75YR8/6
細かい、 1～ 2mm前後の粒
子・石英混入

やや不良

土師器/郭 底部 ―/― /66/― /― /―
回転ヨコナデ・ヘラ切 り底後ナ

デ/回転ヨヨナデ 鞭瑚 蝉瑚
細 かい、 1～ 2mm前 後の粒
子・石英混入

良好

土師器/郭 ―/― /(58)/― /― /― 回転ヨコナデ・ヘラ切 り底後ナ

デ/回転ヨコナデ
残 責 橙 色

猛5YR5/4
残責種色
75YR8/4

細かい、 1～ 3mm前後の粒
子・石英混入

土師器/イ 底部 1/2 ―/― /62/― /― /― 風化,ヘラ切り底/風化
淡橙色
5YR8/4

淡橙色
5YR8/4

� かい、 1～ 2 mmHJ後 の粒
子・石英混入

土師器/郭 底部 2/3 ―/― /56//― /― /― 風化,ヘラ切り底/風化
柱 g

25YRろ/8
僅 色

25YR7/8
細かい、 1～ 3mm前後の粒
子・石英・長石混入

土師器/郭 底部 ―/― /53/― /― /―
風化、回転 ヨヨナデ・ヘラ切 り

底/風化、回転ヨコナデ
次 種 色

5YR8/4
次 奄 色

5YR8/4
細 かい、 1～ 2mm前 後 の粒
子・石英混入

土師器/雰 曳部 1/3 ―/― /― /― /― /― 回転ヨコナデ・ヘラ切り底後ナ
デ/回転ヨコナデ

橙色
5YR7/6

橙 色

5YR7/6
細かい、 1～ 2mm前後の粒
子・石英混入

土師器/皿 4/5 143/― /63/― /― /43 風化、回転ヨコナデ ヘラ切 り底
後ナデ/回転ヨコナデ

浅責橙色
75YR8/3

浅責橙色
75YR8/3

� か い、 1～ 2 mmHJ後 の粒
子・石英混 入

土師器/皿 2/5 108/― /(52)/一 /― /15 風化、回転
ヨヨナデ`ヘラ切り底

後ナデ/回転ヨヨナデ
徐 使 包

5YR8/3
次 F● ロ

5YR8/3
� かい、 1～ 2mm副 後 の疵
子・石英・長石混入

やや不良

土師器/椀 胴部～脚剖 ―/― /― /86/― /―
回転ヨヨナデ・ヘラ切りFA後す
デ/回転ヨヨナデ

僅 色

5YR7/6
僅 包

5YR7/6
jlBかい、 1～ 2mm前後の泣
子・石英混入

良好

土師器/椀 ―/― /― /6傷 /― /― 風化、回転ヨコナデ・ヘラ切り底
後ナデ/風化、回転ヨヨナデ

桟 東 橙 色

75YR8/4
桟 東 橙 色

75YR5/4
細 力■ 、ヽ

子・石英

～ 3mm前 後 の地
長石混入

土師器/椀 底部 ―/― /― /― /― /―
風化、回転ヨコナデ'ヘラ切り底
後ナデ/回転ヨコナデ

淡橙色
5YRy4

淡栓色
5YR5/4

綱 か い 、

子・石英

～ 3mm前後の粒
長石混入

土師器/台付皿 3/5 (122)/― /― /61/― /30 回転ヨヨナデ・ヘラ切 り底後ナ
デ/回転ヨコナデ

淡橙色
5YR8/3

覆貢橙色

75YR8/3
細 か い、 1～ 3 mm HIJ後 の粒
子・る葵・長石混 入

―-29-―



No 器 種 残存率

法 量 調整・文様 色 調

胎 土 焼  成口径/受部径/底径/脚
裾径/胴部最大径/器高

外面/内面 外  面 内 面

土師器/台付皿 3/5 (112)/― /― /58/― /26 風化、回転ヨヨナデ 'ヘ ラ切り底

後ナデ/風化、回転ヨヨナデ
浅責橙色
75YR5/3

浅責栓色
75YR8/3

細かい、 1～ 2mm前 後の粒
子・石英 長石混入

頁恵器/円面砺日縁部～胴: (117)/― /― /― /― /― 回転ヨコナデ/回転ヨヨナデ
灰更色
25YR72

灰責色
25YR6/2

細かい、 1～ 3mm前 後の粒
子・石英混入

堅緻

須恵器/奏 月同言躊 ―/― /― /― /― /― 即き/ナデ
貢灰色
25YR6/1

頁 赤 色

25YR6/1 細かヤ

SE2

44 土師器/郭 底部 1/3 ―/― /(82)/一 /― /―
回転 ヨヨナデ・ヘラ切 り底後ナ

デ/回転ヨコナデ
茂 東 種 色

75YR8/6
伐 貢 種 色

75YR8/6
細かい、 1～ 3mm前 後の粒
子・石英混入

良好

瓦器/椀 ―/― /― /― /― /― 回転ヨコナデ/ナデ
灰褐色
75YR4/2

灰褐色
75YR4/2 少し荒い、長石 '石央混入

SCl

土師器/郷 真言卜2/3 ―/― /69/― /― /― 風化、ヘラ切り底後ナデ/風化
僅 色

5YR7/5
任 包

5YR7/5
剃 かい、 1～ 3 mmHJ後 の種
子・石英混入

堅級

写 土師器/郭 底部 ―/― /72/― /― /―
回転ヨヨナデ ヘラ切 り底後す
デ/回転ヨヨナデ

橙 色

5YR7/6
榎 t
5YR7/6

刹 かい、 1～ 3 mmHJ後 の粒
子・石央・長石混入

土師器/椀 式言隅1/2 ―/― /68/― /― /― 回転 ヨヨナデ・ヘラ切 り底後ナ

デ/回転ヨヨナデ
橙 色

5YR7/6
橙色
5YR7/6

細かい、 1～ 2mm前 後の粒
子・石英 。長石混入

土師器/椀 底部 ―/― /一 /― /― /一
回転 ヨヨナデ・ヘラ切 り底後ナ

デ/回転ヨコナデ
淡栓色
5YR8/3

淡橙色
5YR8/3

細かい、 1～ 2mm前 後 の泣
子・石英・長石混入

土師器/鉢 一/― /140/233/― /―
回転 ヨヨナデ・ヘラ切 り底後ナ

デ/回転ヨコナデ 髄
５ＹＲ

橙色
5YR6/6

荒 い 、 1～ 5mm前 後 の粒
子 石英・長石混入 やや不良

SEl

土師器/杯 3/5 123/― /57/― /― /43 回転ヨヨナデ ヘラ切り底後ナ
デ/回転ヨヨナデ

にぶい橙色

5YR7/4
にぶい種色

5YR7/4
THか い、 1～ 2 mmHl後 の粒
子・石英 。長石混入

良好

土師器/杯 125/― /68/― /― /49
回転ヨコナデ ヘラ切 り底後ナ
デ/回転ヨヨナデ

浅責橙色
75YR8/3

茂 東 橙 色

75YR8/3
細 か い 、

子・石英

～ 3mm前 後の泣
長石混入

土師器/郭 (119)/― /60/― /― /47
風化、回転ヨヨナデ ヘラ切り底
後ナデ/風化、回転ヨヨナデ

橙色
5YRЪ/6

橙色
5YR7/6

細かい、 1～ 2mm前 後の粒
子・石英混入

土師器/イ 完形 124/― /51/― /― /45 回転ヨヨナデ・ヘラ切 り底彼ナ

デ/回転ヨヨナデ 弾瑚
悛 頁 g

5YR8/3
細かい、 1～ 3 mmHJ後 の紅
子・石英混入

土師器/イ 4/5 124/― /62/― /― /40 風化、回転ヨコナデ・ヘラ切り底

後ナデ/回転ヨコナデ
種 色

5YR7/6
F● g
5YR7/6

糾かい、 1～ 2 mmHJ後 の粒
子・石英 。長石混入

土師器/イ 1/2 (128)/― /64/― /― /46
風化、回転ヨヨナデ・ヘラ切 り底

後ナデ/風化、回転ヨヨナデ
橙色
5YR7/8

種 色

5YR猾/8
細かい、 1～ 2mm前 後 の粒
子・石英混入

やや不良

土師器/邦 2/5 (124)/一 /65/― /― /41 回転ヨヨナデ・ヘラ切 り底後ナ

デ/回転ヨヨナデ
橙色
5YR7/6

橙色
5YRЪ/6

細かい、

子 石英
～ 2mm前 後の粒
長石混入

良好

土師器/邦 (136)/― /(60)/― /― /46
回転ヨヨナデ・ヘラ切 り履後ナ

デ/回転ヨコナデ
にぶい種色

5YR7/4
にぶい橙色
5YRЪ/4

細かい、 1～ 3mm前 後の粒
子 石英  長石混入

土師器/不 3/5 (124)/― /60/― /― /46 風化、回転ヨヨナデ 'ヘ ラ切りFR

後ナデ/風化、回転ヨヨナデ
揆 檀 色

5YR8/3
後 僅 包

5YR8/3
九 い 、 1～ 4mm副 後 の程
子 石英 長石混入 やや不良

土師器/郭 2/5 (134)/― /(55)/― /― /41
回転 ヨコナデ・ヘラ切 り底後ナ

デ/回転ヨコナデ
にぶい橙色

5YR7/4
にぶい橙色

5YR7/4
細かい、

子・石英

～ 2mm前 後の粒
長石混入

土師器/郭 1/8 (128)/― /62/― /― /40
回転 ヨコナデ・ヘラ切 り底後ナ

デ/回転ヨコナデ
淡栓色
5YR5/4

奄 色

5YR7/6
少 し荒い、 1～ 4mm前 後の
粒子 石英 長石混入

土師器/郭 4/5 (127)/― /65/― /― /42 風化、回転ヨコナデ・ヘラ切り底

後ナデ/回転ヨコナデ
にぶい橙色
5YR7/4

にぶい橙色
5YR7/4

細かい、 1～ 3mm前 後の粒
子・石英・長る混入

農好

土師器/郭 1/3 (114)/― /(48)/― /― /36 風化、ヘラ切り底後ナデ/風化
使 色

5YR7/6
僅 色

5YR7/6
細かい、 1～ 3 mmHl後 の荘
子・石英混入

土師器/邦 1/2 (122)/― /55/― /― /40
風化、回転ヨヨナデ ヘラ切り底
後ナデ/風化、回転ヨコナデ

浚 種 色

5YR8/4
次 種 色

5YR8/4
少 し荒い、 1～ 2mm前 後の
粒子・石英・長石混入

土師器/不 3/5 (116)/― /58/― /― /41
風化、回転ヨヨナデ・ヘラ切 り底

後ナデ/風化、回転ヨコナデ
磯 寅 稔 色

75YR8/3
在 色

5YR7/6
少 し荒い、

粒子・石央

～ 2mm前 後の
長石混入

やや不良

土師器/郭 4/5 (127)/― /65/― /― /42 風化、回転ヨヨナデ・ヘラ切り底
後ナデ/回転ヨコナデ

にぶい橙色
5YR7/4

にぶい橙色
5YRち/4

細かい、 1～ 3mm前 後 の粒
子・石英・長石混入

良好

土師器/郷 1/2 (114)/― /57/― /― /43
回転ヨコすデ ヘラ切 り履後ナ
デ/回転ヨヨナデ

磯 頁 0こ
75YR8/4

振 頁 便 色

75YR8/4
少 し荒 い、 1～ 3 mmHl後 の
粒子・石英・長石混 入

土師器/郭 2/5 (127)/― /70/― /― /42
回転ヨコナデ ヘラ切 り底後ナ
デ/回転ヨヨナデ

次 榎 色

5YR8/4
次 F● g

5YR8 4
少 し荒い、 1～ 3 mmHl後 の
粒子・石英 。長石混入

土師器/郭 1/2 (120)/― /65/― /― /40 風化,ヘラ切り底/風化
橙色
5YR7/8

橙 色

5YR7/8
少 し荒い、

粒子・石英

～ 3mm前 後の
長石混入

やや不良

土師器/郭 完形 128/― /67/― /― /48 風化、回転ヨコナデ ヘラ切り底
後ナデ/風化

橙色
25YRろ/8

稔 色

25YR7/8
献

・石英
し
子
少
粒

～ 3mm前 後の
長石混入

良好

土師器/イ 4/5 122/― /60/― /― /49
風化、回転ヨコナデ ヘラ切り底
後ナデ/風化、回転ヨヨナデ

住 包

5YR7/8
橙色
5YR7/8

少 し荒い、

粒子・る英

～ 3mm前 後の
金雲母混入

土師器/郭 1/2 (122)/― /50/― /
風化、ヘラ切 り底後ナデ/風化、
回転ヨヨナデ

伐 貢 稔 色

75YR8/4
桟 貢 4● g

75YR8/4
荒 い 、 1～ 3 mmHJ後 の粒
子・石英 長石混入 やや不良

土師器/不 (122)/― /63/― /― /51
回転ヨヨナデ ヘラ切り底後ナ
デ/回転ヨコナデ

淡橙色
5YR5/3

次 橙 t■

5YR8/3
細かい、 1～ 2mm前 後の粒
子・石英混入

良好

土師器/不 完形 122/― /70/― /― /49
回転ヨコナデ ヘラ切り底後ナ
デ/回転ヨコナデ

橙色
75YR7/6

橙色
75YR7/6

荒 い、 1～ 3mm前 後 の粒
子・石英・長石混入

土師器/イ 底部 ―/― /61/― /― /―
風化、回転ヨヨナデ・ヘラ切り底

後ナデ/回転ヨヨナデ
板 頁 使 色

75YR8/3
寝買種色

75YR8/3
細かい、 1～ 2mm前 後の粒
子・石英・長石混入

土師器/郭 1/3 ―/― /53/― /― /―
風化、ヘラ切り底後ナデ/回転ヨ
ヨナデ

残 貢 種 色

75YR8/3
機 買 使 也

75YR5/3
少 し荒い、 1～ 3 mmHJ後 の
粒子 石英 長石混入 やや不良

土師器/郭 底部3/5 ―/― /59/― /― /― 風化、ヘラ切り底後ナデ/風化
種 色

5YR7/8
橙 色

5YR7/8
細 かい、 1～ 2mm前 後の粒
子・石英混入

良好

土師器/郭 底部 ―/― /58/― /― /―
回転ヨコナデ・ヘラ切 り底後ナ

デ/回転ヨコナデ
栓色
5YR7/6

橙色
5YR7/6

細かい、 1～ 2mm前 後の粒
子・石英・長石混入

土師器/郭 2/5 ―/― /70/― /― /― 回転ヨヨナデ・ヘラ切 り履後ナ

デ/回転ヨヨナデ
種色

5YR7/6
橙色
5YR7/6

細かい、 1～ 2mm南 後の粒
子・石英混入

土師器/郭 底部 ―/― /59/― /― /―
回転 ヨコナデ・ヘラ切 り底後ナ

デ/回転ヨコナデ
にぶい構色

5YR7/4
にぶい種色
5YR7/4

少 し荒 い、 1～ 3 mmBI後 の
粒 子・石 葵  長憑混 入 やや不良

一-30-―



No 器 種 残存率

法 調整 。文様 色 調

胎 土 焼  成口径/受部径/底径/脚
裾径/胴部最大径/器高

外面/内面 外 面 内 面

土師器/イ 底部1/3 ―/― /62/― /― /― 風化、ヘラ切り底後ナデ/風化
次橙色

5YR8/4
淡橙色
5YR8/4

細かい、 1～ 2mm前 後の粒
子・石英混入

土師器/郭 底部 1/2 ―/― /65/― /― /― ヽ
デ

化

ナ

風

コ

ヘラ切り底後ナデ/回転ヨ にぶい種色
5YR7/4

にぶい橙色
5YR7/4

少 し荒 い、 1～ 3mm前 後の
粒子・石英 。長石混入

良好

土師器/イ 底部3/5 ―/― /61/― /― /―
風化、ヘラ切 り底後ナデ/回琢ヨ
コナデ

桟 頁 僅 色

75YR8/7
慨 頁 僅 也

75YR8/7
荒 い 、 1～ 3 mmHJ後 の粒
子 石英 長石混入 やや不良

土師器/郭 1/3 ―/― /65/― /― /― 回転ヨヨナデ・ヘラ切 り底後ナ

デ/回転ヨコナデ
我 T●
~色

5YR8/4
にぶい橙色

5YR7/4
少 し荒い、 1～ 5mm前 後の
粒子・石英混入

良好

土師器/郭 底部2/3 ―/― /60/― /― /― 回転ヨヨナデ ヘラ切 り底後ナ
デ/回転ヨコナデ

淡栓色
5YR5/3

明褐灰色
75YR4/2

細かい、

子 石英
～ 2mm前 後 の粒
長石混入

やや不良

土師器/邦 ―/― /71/― /― /―
回転ヨコナデ ヘラ切 り底後ナ
デ/回転ヨヨナデ

イえ頁任色

75YR8/3
浅黄橙色
75YR8/8

細 かい、 1～ 2mm前 後 の粒
子 石英  長石混入 良好

土師器/邪 底部 ―/― /7ち/― /― /―
回転ヨコナデ 'ヘ ラ切 り底後ナ

デ/風化、回転ヨヨナデ
にぶい橙色

5YR7/4
にぶい種色

5YR7/4
荒 い、 1～ 3 mmHJ後 の粒
子・石英・長石混入

土師器/郭 底部1/2 ―/― /70/― /― /― 回転ヨヨナデ ヘラ切 り底後ナ
デ/回転ヨヨナデ

橙色
5YR7/6

橙色
5YR7/6

細 かい、 1～ 2mm前 後の粒
子・石英・長石混入

やや不史

土師器/14N 1/3 ―/― /59/― /― /― 回転ヨヨナデ ヘラ切 り底後ナ
デ/回転ヨコナデ

褐灰色
10YR4/ユ

栓色
25YR7/6

少 し荒い、 1～ 3mm前 後の
粒子・石英 長石混入

土師器/1XN 底部2/3 /― /62/― /― /―
凶転 ヨコナデ 'ヘ ラ切 り底後ナ
デ/回転ヨヨナデ 5YR8/3

淡橙色
5YR8/3

細 かい、 1～ 2mm前 後 の粒
子・石英・長石混入

良好

土師器/イ 3/5 /― /58/― /― /―
回転 ヨコナデ ヘラ切 り瓜後ナ
デ/回転ヨヨナデ

嶺 頁 僅 色

75YR5/3
嶺 頁 僅 包

75YR5/3
刑 かい、 1～ 2 mmBl後 の粒
子・石英混入

92 土師器/必 底部2/3 ―/― /71/― /― /―
風イヒ、回転ヨヨナデ ヘラ切り底
後ナデ/回転ヨコナデ

伐 頁 T2~色

75YR5/3
機 貢 偉 色

75YR8/3
刑 かい、 1～ 2mm前 後の粒
子 石英混入

土師器/イ 底部 ―/― /64/― /― /―
回転 ヨヨナデ ヘラ切 り底後ナ
デ/回転ヨコナデ

浅黄橙色
75YR5/3

浅貢橙色
75YR8/3

/YIIか い、 1～ 2mm前 後の粒
子 石英混入

土師器/椀 1/2 (143)/― /― /― /― /― 回転ヨヨナデ/回転ヨコナデ
橙色
5YR7/8

橙色
25YR7/6

少 し荒い、 1～ 3mm前 後の
粧子・石英・長石混入

やや不良

土師器/椀 2/3 124/― /― /― /― /―
回転ヨコナデ ヘラ切 り底後す
デ/回転ヨヨナデ

僅 色

25YR6/8
使 色

25YR6/8
制かい、 1～ 3 mmHl後 の粒
子  石英 長石混入 良好

土師器/椀 1/3 /― /50/98/― /―
回転ヨコナデ ヘラ切 り底後ナ
デ/回転ヨコナデ

種 色

25YR7/6
柱 色

25YR7/6
少 し荒い、 1～ 4mm前 後 の
粒子・石英・長石混入

やや不良

土師器/椀 1/4 ―/― /― /― /― /― 風化・ヘラ切り底後ナデ/風化
茂 貢 橙 色

75YR8/4
浅責橙色
75YR8/4

少 し荒い、 1～ 3mm前 後の
粒子 石英 長石混入

土師器/椀 脚部1/2 ―/― /― /81/― /― 回転ヨコナデ ヘラ切 り底後す
デ/回転ヨコナデ

橙色
75YR7/8

浅責桂色
75YR8/4

少 し荒い、 1～ 3mm前 後の
粒子 石英 長看混入

土師器/椀 脚部 ―/― /― /77/― /― 風化・ヘラ切り底後ナデ/風化
慨 頁 使 包

75YR8/4
概 頁 仁 色

75YR8/4
少 し荒い、 1～ 3 mmHl後 の
粒子 石英 長石混入

土師器/椀 ―/― /― /78/― /一
回転ヨコナデ ヘラ切 り底後サ
デ/回転ヨヨナデ

にぶい橙色

5YR7/4
にぶい種色

5YR7/4
少 し荒い、 1～ 3mm前 後の
粒子 石英 長石混入

土師器/椀 ―/― /一 /73/― /
回転ヨヨナデ すヘラ切 り底後ナデ

花弁状圧FR/回転ヨコナデ
険 橙 色

5YR8/4
淡橙色
5YR8/4

落llか しゝ、

子・石英

～ 2mm前 後の粒
長石混入

良好

土師器/椀 ―/― /― /66/― /
風化、ヘラ切り底後ナデ/回転ヨ
コナデ

浅黄橙色
75YR8/4

橙色
75YR7/8

細かい、 1～ 2mm前 後の粒
子・石英・長石混入

やや不良

土師器/椀 ―/― /― /76/― /
回転ヨコナデ ヘラ切 り妖後ナ
デ/回転ヨヨナデ

仁 包

5YR7/8
F● 巴

5YR7/8
荒 い 、 1～ 4mm可 後 の柾
子・石英・長石混入

土師器/椀 脚部 1/2 ―/― /― /71/― /― 風化、ヘラ切り底後ナデ/風化
歳 頁 檀 色

75YR8/3
嶺 貢 僅 包

75YR8 3
少 し荒い、 1～ 4mm前 後の
粒子・石英・長石混入

105 土師器/椀 脚部 ―/― /― /89/― /
回転 ヨヨナデ .ヘ ラ切 り底後ナ

デ/回転ヨコナデ
淡橙色
5YR8/3

淡橙色
5YR8/3

少 し荒い、 1～ 3mm前 後の
粒子・石英・長石混入

土師器/椀 2/5 ―/― /― /81/― / 風化、回転ヨコナデ 'ヘ ラ切り底
後ナデ/回転ヨヨナデ

橙色
25YRЪ /8

淡橙色
5YR8/4

荒 い 、 1～ 3mm前 後 の粒
子・る英・長石混入

土,T器/椀 脚部 ―/― /― /80/― /
回転 ヨヨナデ .ヘ ラ切 り辰後ナ

デ/回転ヨコナデ
にぶい種色

75YR7/4
にぶい穣色
75YR7/4

少 し荒い、 1～ 3 mmBl後 の
粒子・石英 `長石混入

良好

108 土師器/椀 2/5 ―/― /― /59/― /― 風化、回転ヨコナデ・ヘラ切り底

後ナデ/風化、回転ヨコナデ
僅 包

5YR7/8
榎 9
5YR7/8

IHか い、 1～ 2mm前 後の粒
子・石英混入

土師器/邪 底部 ―/― /67/― /― /― 風化、ヘラ切り底後ナデ/風化
浅責橙色
75YR8/4

浅貢橙色

5YR8/4
少し荒い、 1～ 3mm前後の
粒子・石英・長石混入

土師器/不 ―/― /72/― /― /―
風化、回転ヨコナデ ヘラ切り底
後ナデ/風化、回転ヨコナデ

淡栓色
5YR8/3

淡橙色
5YR8/3

少 し荒い、 1～ 3mm前 後の
粒子・石英・長石混入

やや不良

土師器/台‖椀P 脚部1/3 ―/― /― /1■7/― /― 風化、日軟ヨコナデ/風化、回蹴
ヨヨナデ 25YR7/6

橙色
25YR7/6

少 し荒い、 1～ 3mm前 後 の
粒子・石英 長石混入

土師器/大椀 1/2 ―/― /(74)/― /― /― 風化、回転ヨヨナデ ヘラ切り底
後ナデ/風化、回転ヨコナデ

次 僅 P_

5YR8/4
次 使 色

5YR8/4
細かい、 1～ 3 mmHJ後 の粒
子・石英 長石混入

土師器/大椀 底部 ―/― /75/― /― /―
風化、回転ヨヨナデ ヘラ切り底
後ナデ/風化、回転ヨヨナデ

桟 貢 T2~色

75YR8/3
磯 貢 檀 包

75YR8/3
制 かい、 1～ 2mm前 後 の種
子・石英混入

ヒ師器/台付抗P 胴部～脚部 ―/― /― /― /― /―
風化、回転ヨコナデ・ヘラ切り底

後ナデ/回転ヨヨナデ
浅責橙色
75YR8/3

浅貢橙色
75YR8/3

細かい、 1～ 3mm前後の粒
子・石英混入

須恵器/郭蓋 1/3 126/― /一 /― /― /26 回転ヨコナデ/回転ヨコナデ 縦
方向ナデ

随
Ｍ

灰褐色
5YR4/2 細かい、石英・長石混入 堅檄

須恵器/イ蓋 1/5 ―/― /― /― /― /―
回転ヨコナデ/回転ヨヨナデ 縦
方向ナデ

庭
Ｍ
随
Ｍ

細かい、石英混入

須恵器/発 小片 ―/― /― /― /― /一
回転ヨコナデ、

ナデ

目然 lu/回転ヨコ オリーブ炊色
N6/1

赤 日 但

N7/ 細かい、石英混入

須恵器/椀 ―/― /― /― /― /― 回転ヨヨナデ/回転ヨヨナデ 鷹
聰
卿
Ｍ

細かい、石英混入

須恵器/発 ―/― /― /― /― / 擬格子目叩き/Π「き
灰自色
25Y7/

灰自色
25Y7/ 細かい、石英 長石混入

SBl

-31-

土師器/郭 底部1/4 ―/― /― /― /― / 風化、回転ヨコナデ・ヘラ切 り騒

後ナデ/風化、回転ヨヨナデ
板 頁 使 也

75YR8/6
視 頁 4● 色

75YR8/6
潮 か い、 1～ 2mm訂 後 の粒
子  る英混 入 やや不良
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No, 器 種 残存率

法 里 調整・文様 色 調

胎 土 焼  成口径/受部径/底径/脚
裾径/1同部最大径/器高

外面/内面 外 面 内 面

土師器/邪 底部1/5 ―/― /(63) / /― / 回転ヨコナデ・ヘラ切 り底後サ

デ/回転ヨコナデ
残 真 橙 色

75YR8/6
浅責橙色
75YR8/6

細かい、 1～ 3mm前 後の粒
子・石英・長石混入

良好

149 土師器/椀 脚部1/5 ―/― /― /― /― /―
風化、回転ヨコナデ 'ヘ ラ切 り底
後ナデ/風化、回転ヨヨナデ

橙色
5YR7/8

橙色
5YR7/8

荒 い、 1～ 3mm前 後 の粒
子 肩英・長石混入 やや不良

土師器/椀 底部1/2 ―/― /― /― /― /― 回転ヨコナデ/回転ヨコナデ
授 頁 僅 巴

75YR8/4
慨 頁 榎 色

75YR8/4
制かい、 1～ 3 mm fHj後 の江
子・石英混入

良好

製塩土器 小片 ―/― /― /― /― /― ナデ/布 目痕
次 頁 僅 也

25YR7/4
僅 色

25YR5/6
測かい、 1～ 2mm前 後の地
子・石英・長石混入

やや不良

SP

電文土器/深引 日縁部 ―/― /― /― /― /― 貝殻条痕文/ナデ
黒褐色
75YR3/1

にぶい褐色
75YR5/3

少 し荒い、 1～ 3mm前 後の
粒子・石英 。長石混入

良好

電文土器/深引 胴部 ―/― /― /― /― / 沈線、沈線内撚糸文/ナデ
戌責橙色
10YR8/3

にぶい黄褐色
10YR7/4

細かい、 1～ 2mm前 後の粒
子 石英 長石混入 やや不良

電文土器/深釧 ―/― /― /― /― /― 撚糸文/ナデ
ほ頁使色

10YR8/3
にぶい貢綺色
10YR7/4

�かい、 1～ 2 mmHJ後 の粗
子 石英 長石混入

電文土器/深釧 ―/― /― /― /― /― 並行沈線、ナデ/ナデ
僅 色

75YR7/4
榎 色

75YR7/4
荒 い、 1～ 3mm前 後 の粒
子・石英 長石混入 良好

129 土師器/郭 4/5 l12/― /70/― /― /27 回転 ヨヨナデ・ヘラ切 り底後ナ

デ/風化、回転ヨコナデ
橙色
5YR8/6

橙 色

5YR8/6
細 かい、 1～ 2mm前 後の粒
子・石英混入

土師器/郭 1/3 (1■4)/― /(55)/― /― /3]
風化、回転ヨコナデ・ヘラ切り底
後ナデ/風化、回転ヨコナデ

浅黄橙色
75YR8/6

浅責栓色
75YR8/6

細かい、 1～ 3mm前 後の粒
子・石英混入

土師器/郭 1/5 ―/― /― /― /― /― 回転 ヨヨナデ  ヘラ切 り底後ナ
デ/回転ヨヨナデ

係 頁 T● 色

75YR8/6
硯 票 /rw巴

75YR5/6
制 か い、 1～ 2 mmHI後 の紅
子・石英混 入

土師器/郭 ―/― /― /― /― /―
回転ヨコナデ ヘラ切 りほ後ナ
デ/回転ヨヨナデ

� 頁 住 色

75YR8/3
桟 貢 使 t■

75YR5/3
少 し荒い、 1～ 2 mmHJ後 の
粒子・石英 。長石混入

やや不良

須恵器/邪 ]縁部1/4 ―/― /― /― /― /― 回転ヨコナデ/回転ヨヨナデ 随
Ｗ
座
Ｍ

細かい、 1～ 2mm前 後 の泣
子・石英混入

堅緻

土師器/邦 底部1/3 ―/― /67/― /― /―
風化、回転ヨヨナデ ヘラ切 り底
後ナデ/風化、回転ヨヨナデ

浅責橙色
75YR8/3

浅責橙色
75YR8/3

細かい、 1～ 2mm前 後 の粒
子・石英混入

良好

土師器/邦 底部1/2 ―/― /(49)/― /― /― 回転ヨヨナデ ヘラ切り底/回転
ヨコナデ

浅責橙色
75YR8/4

浅責橙色
75YR8/4

細かい、 1～ 2mm前 後 の粒
子 石英・長石混入

上師器/邦 底部 ―/― /54/― /― /一
Ц転ヨコすデ ヘラ切り底後ナ
デ/回転ヨコナデ

慨 頁 僅 色

10YR8/3
Yえ頁使色

10YR8/8
少 し荒い、 1～ 2 mmHl後 の
粒子・石英混入

土師器/不 底部1/3 ―/一 /(76)/― /― /―
回転 ヨヨナデ ヘラ切 り底後ナ
デ/回転ヨコナデ

茂 寅 橙 色

75YR8/4
イえ貢42~色
75YR8/4

1～ 2mm前 後の粒
長石混入

細

子 石英

139 土師器/必 底部2/3 ―/― /(62)/― /― /― 風化、回転ヨヨナデ .ヘ ラ切り底

後ナデ/風化、回転ヨコナデ
にぶい橙色
5YR7/4

にぶい橙色
5YRЪ/4

細かい、 1～ 2mm前 後 の粗
子 石英 長石混入

土師器/郭 底部1/2 ―/― /(70)/― /― /― 風化、回転ヨコナデ .ヘ ラ切り底
後ナデ/風化、回転ヨヨナデ

淡橙色
5YR8/4

淡橙色
5YR8/4

細かい、 1～ 2mm前 後 の粒
子 石英混入

土師器/郭 ―/― /49/― /― /―
風化、回転ヨヨナデ・ヘラ切り履

後ナデ/風化、回転ヨコナデ
概 頁 榎 色

75YR3/4
桟 頁 仁 巴

75YR8/4
荒 い、 1～ 3mm副 後 の種
子 石英混入 やや不良

土師器/イ ―/― /52/― /― /―
回転ヨヨナデ・ヘラ切 り底後ナ

デ/回転ヨコナデ
橙 包

75YR7/8
桟 頁 住 也

75YR7/8
少 し荒い、 1～ 3mm前 後の
粒子・石英混入

土師器/邦 底部 ―/― /― /― /― /― 回転ヨコナデ・ヘラ切 り底後ナ

デ/回転ヨコナデ
浅責橙色
10YR8/7

浅責橙色
10YR8/7

71Bかい、
子・石英

～ 3mm前 後の粒
長石混入

良好

土師器/郭 1/3 ―/― /64/一 /― /― 風化、回転ヨヨナデ・ヘラ切り底
後ナデ/回転ヨコナデ

浅責橙色
75YR8/3

浅責橙色
75YR8/3

細 かい、

子・石英

～ 3mm前 後の粒
長石混入

土師器/椀 ]縁部1/3 ―/― /一 /― /― /― 回転ヨヨナデ/回転ヨヨナデ
にぶい種色

5YR7/4
にぶい種色

5YR7/4
荒 い 、 1～ 3 mmRl後 の粒
子・石英・長石混入

やや不良

土師器/椀 ]縁部1/4 ―/― /― /― /― /― 回転ヨヨナデ/回転ヨコナデ
にぶい積色

5YR7/4
にぶい栓色

5YR7/4
荒 い、 1～ 3mm前 後 の施
子・石英 。長石混入

148 土師器/椀 1/8 ―/― /― /― /― /― 回転ヨコナデ/回転ヨヨナデ
にぶい橙色

5YR7/4
にぶい橙色

5YR7/4
少 し荒い、 1～ 3mm前 後の
粒子・石英・長石混入

良好

土師器/椀 脚部 一/― /― /(60)/― /― 回転 ヨコナデ・ヘラ切 り底後ナ

デ 花弁状圧痕/回転ヨコナデ
浅黄橙色
75YR8/3

浅責橙色
75YR8/3

細かい、 1～ 2mm前 後 の地
子・石英 。長石混入

やや不良

土師器/発 ―/― /― /― /― /― 平行日「き/ナデ
茂 頁 便 巴

75YR8/4
浅責橙色
75YR8/4

荒 い 、 1～ 3mm前 後 の粒
子・石英 ,金雲母混入

須恵器/杯蓋 日縁部小片 ―/― /― /― /― /― 回転ヨヨナデ/回転ヨコナデ
仄 巴

75YR5/3
殊 日

75YR8/8 細かい、石英混入 堅緻

須恵器/郭蓋 ―/― /― /― /― /―
回転ヨコナデ、灰被り/回転ヨコ
ナデ 随

Ｍ
雁
Ｍ

細かい、石英 。長石混入

土師器/鉢 日縁部1/4 ―/― /― /― /― /― 回転ヨコナデ/回転ヨコナデ
浅黄橙色
75YR8/4

残 責 橙 色

75YR8/4
少 し荒い、 1～ 3mm前 後の
粒子 石英 長石混入 良好

製塩土器/鉢 胴部 /― /― /― /― /― ナデ/布痕
浅赤橙色
25YR7/4

橙色
25YR6/6

細 かい、 1～ 3mm前 後の粒
子・石英・長石混入

※ ( )は 推定復元値
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第V章 ま

各遺構の時期と相互関係について

今回対象地内からSA(竪穴住居跡)。 SE(溝状遺構)。 SC(土坑)。 SB(掘立柱建物跡)。 SP

(柱穴)等が検出されている。これらを、共伴遺物や重複 (切 り合い)か ら時期と相互関係について

考察する。

まず、SA lと SE lの相互関係については、SE lがまだ機能していた頃の地形を復元すると、SA

lが位置しているところは傾斜地であることから、SE l及びその周辺がある程度埋まった時点で掘

削されたものであると思われる。遺物を比較すると、土師器イ・椀のほとんどは変わらないが、SA

lに は小さな郭や皿 。台付皿が含まれているのに対し、SE lに はほとんど見受けられない。また、

円盤状貼付高台郭もSE lに は何点か確認できるが、SAと はさらに少ない。この土器は 9世紀後半頃

に想定されており、よって、時期的にはSE lは少なくとも9世紀後半には掘削されたもので、SA l

は 9世紀末～10世紀前半に比定される。

次に、SE lと SB l・ SB 2と の相互関係については、SB l・ SB 2の南西部とSE lの南端部 (流末)

が重複 (Fig.8)しているが、SE lの掘削前の状況をみると、SE l内にSB l・ SB 2の柱穴及びSPが

確認できたことから、SE lが埋められた、あるいは埋まった後にSB l・ SB 2及びSPが掘削されたこ

とは明らかである。共伴遺物として、SB l・ SB 2及びSPか らは古くは縄文時代早期の只殻条痕文系

土器や塞ノ神式上器から中世期の陶磁器まで出土しており、さらに、幾度となく建替えが行われてい

ることから、時期を特定するのは非常に難しいが、共伴遺物の中心はSA lや SE lと 同じ土師器郭・

椀が中心であり、器形も類似していることから、これら遺物が使用されていた頃よりも下る時期、10

世紀後半以降のものであると判断される。一方、もうひとつの判断資料として、SP 5か ら出土した

古銭がある。この古銭は礫の下に収められていたもので、地鎮祭等の祭事に関連したものと思われる。

古くは「開元通費」 (初鋳年621年)が含まれているが、「永楽通賓」 (初鋳年1409年)が出土している

ことから、この祭事は15世紀初めに行われた可能性が高い。つまり、SB l・ SB 2及びSPは少なくと

も15世紀頃まで、継続して建替えられた結果、このように重複した形で検出されたものと思われる。

次に、SC lと SB l・ SB 2及びSE2の相互関係については、SC lを SE 2が切っていることから、

SC lの ほうがSE 2よ りも古く、また、SC l内 にSBl oSB2の柱穴が確認できることから、SC lは

SB l・ SB 2よ りも古い遺構となる。SC lの時期については、SE lと 同じ円盤状貼付高台郭等が出土

しており、 9世紀後半に比定される。なお、SE 2は古銭が多数出土したSP 5も切っていることから、

このSE 2は 15世紀以降であることが確実である。この中での相互関係はSC l→SBl oSB2→ SE 2

ということになる。

以上、これらを切り合い及び出土遺物の共伴関係から総合的に判断すると、SE l・ SC l→ SA l→

SB l・ SB 2・ SP→SE 2と いう相互関係が成り立つ。SA 2については、いずれの掲載遺物も本遺構

に伴う柱穴ではなく、掘立柱建物跡のものである可能性があり、その前後関係も把握できなく、時期

的に特定が難しいことから相互関係には含めなかった。

日向国府跡との関連性について

時期的にSE lと SC lは同時期のもので、 9世紀後半に比定したが、県教育委員会発千Jの「寺崎遺

と
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跡」によると9世紀後半はⅢb期で、溝99011(新期築地塀雨落溝)や建物98001(正殿跡)が掘立柱

建物跡から礎石建物跡へと建替えられ、建物99001(東脇殿跡)が所在した時期に相当する。また、
SA lと 同じ10世紀前半はⅢb期の終期で、溝99011・ 99014、 土坑99004等が当てられている。これら

遺構の時期的な相対関係については、出土遺物の器形・器種等が類似していることからも判断できる。

この中で、特に注目されるのは、本遺跡検出のSE lと Ⅲb期の遺構との位置関係である。もちろ

んSE lは Fig.7で も見て取れるように、溝99011(新期築地塀雨落溝)や建物98001(正殿跡)、 建

物99001(東脇殿跡)等の中枢建物が所在するいわゆる「政庁」「国庁」といわれる中心部とは離れて
いる。重要なのは前途したように位置関係である。日向国府域の東側は、現在は稚児ケ池となってい

るがヽこれは後世にため池として構築されたもので、もともとは南側同様段落ちとなっており、そし

て、段下は旧川道であった可能性が高い。東側は、谷が細長く北西に向かって入り込んでいるため、

台地の形状としては南東に向かって舌状に延びた形となっている。対岸には法元遺跡・上妻遺跡が所

在する台地となっている。この台地間には平成16年度から妻北公共下水道敷設事業に伴い実施した発

掘調査によって、旧川道があったことを確認しており、その旧川道から日向国府に関連した遺物が多

数出土した。このふたつの旧川道は、妻北小学校の南西部で合流していたものと思われる。北側は陸

続きとなっている。本対象地は、その台地の南東部に位置しているが、現在の妻北小学校の東及び南

東側はかなり埋め立てられていることを確認しており、そうなると、南東部というよりは南東端とい

うことができる。

このようなことから、SE lは 日向国府が所在した同時期 (Ⅲ期)の遺構であり、地形的に考察す

ると、南東部 (南東端)に掘削された区画溝ではないかと想定される。ちなみに、本対象区の北側に

はS区 (県教育委員会)が所在し、Ⅲ期の建物96002(掘立柱建物跡)と 東側に滞が検出されている

が、この溝は検出状況や位置関係から考慮してもSE lの延長とは考えにくい。図面上で復元すると

延長は、S区の東側に隣接した里道付近になる。

なお、このS区で気になるのは建物96002(掘立柱建物跡)の存在である。それはSE lと の相対

(位置)関係で、SE lがN-19° ―Eであるのに対し、建物960021ま N-14° ―Eと 、並行関係にあっ

た建物であったことが分かる。このSE lが 日向国府の区画溝であった場合、建物96002は このSE lの

内側で、しかも、中央部付近に所在した建物ということになる。

いずれにしても、SE lは本対象地のみの検出ではあるが、日向国府に関連した区画溝であった可

能性が高く、また、建物96002と の関連性を考慮すると非常に注目される遺構である。

以上、日向国府に関連した遺構を検出できたことは大きな成果であり、さらに、今後進められる保

存・整備を踏まえた調査研究に期待したい。
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PL。 1

1.寺崎遺跡遠景 (空撮 。南より)

2.調査区全景 (空撮・真上より)



3.調査区南側遺構検出状況 (空撮・真上より)

4.調査区南東部遺構検出状況 (空撮・真上より)



5.調査区遺構掘削前状況 (南側)① 6.調査区遺構掘削前状況 (南側)②

フ.SAl遺物検出状況① SAl遺物検出状況②

9.SAl遺構検出状況① 10.SAl遺構検出状況②

SA2遺構検出状況① 12.SA2遺構検出状況②



PL.4

13.SCl遺物出土状況 14.SCl遺構検出状況

15.SEl遺物出土状況 (南側 ) 16.SEl遺構検出状況 (南側 )

17.SEl土層断面 (南側 ) 18.SEl遺物検出状況 (北側 )

19.SEttSP検 出状況 (北側) 20.SEl土層断面 (北側 )



PL.5

21.SEl遺構検出状況 (北側 ) 22.SE2・ SBl遺構検出状況

24.SB 2遺構検出状況SBl遺構検出状況

25.SP検出状況① SP検出状況②

27. SP検出状況③
だ

28.SP検出状況④
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